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1.  平成22年6月期第1四半期の連結業績（平成21年7月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注)当社は平成21年７月１日に協和医科器械（株）より単独株式移転の方法によって、株式移転設立完全親会社として設立されました。当連結会計年度が
第１期となるため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年6月期第1四半期 12,851 ― 10 ― 41 ― 23 ―
21年6月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年6月期第1四半期 27.01 ―
21年6月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年6月期第1四半期 16,501 4,529 27.4 5,124.51
21年6月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   22年6月期第1四半期  4,529百万円 21年6月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
(注)当社は平成21年７月１日に協和医科器械（株）より単独株式移転の方法によって、株式移転設立完全親会社として設立されました。当連結会計年度が
第１期となるため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年6月期 ― ― ― ― ―
22年6月期 ―
22年6月期 

（予想）
0.00 ― 100.00 100.00

3.  平成22年6月期の連結業績予想（平成21年7月1日～平成22年6月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

28,729 ― 244 ― 297 ― 170 ― 192.45

通期 57,913 ― 443 ― 560 ― 321 ― 363.57

― 1 ―



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項について
は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】3．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
2．当社は平成21年７月１日に協和医科器械（株）より単独株式移転の方法によって、株式移転設立完全親会社として設立されました。当連結会計年度が
第１期となるため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年6月期第1四半期 884,452株 21年6月期  ―株
② 期末自己株式数 22年6月期第1四半期  589株 21年6月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年6月期第1四半期 883,876株 21年6月期第1四半期 ―株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、輸出や生産等にはゆるやかな回復の兆しがみら

れ、消費者意識も今年初めの底打ちした状態から上昇しているものの、引き続き厳しい雇用状況や所得

の不安に伴う個人消費の低迷、また設備投資の縮小等により、景気の先行きは依然不透明な状況で推移

しております。  

 医療業界におきましては、医療保険の財政負担の軽減を目的とした医療費抑制政策が推進されるな

か、安心・安全な医療供給体制の構築や医師不足への対応など、より厳しい経営環境が続いておりま

す。 

 当社グループが属する医療機器販売業界におきましては、様々な競争がより激化しており、医療機関

のニーズに合わせた安心・安全・安価な医療機器や、付加価値の高い商品およびサービスの提供が求め

られております。そのため、今まで以上に経営の効率化並びにコスト削減に対する努力が不可欠な状況

となっており、業界再編が加速しております。 

 このような経営環境の下、当社グループは同業他社との資本提携等により、多様化する医療機関のニ

ーズへの対応、更なる業務効率の改善、国内市場での大幅な競争力アップを実現するため、平成21年7

月1日に株式移転方式により当社を設立し、持株会社制へ移行しました。続いて、平成21年10月1日に会

社分割により、当社子会社である協和医科器械株式会社の子会社支配・管理事業を当社に承継し、重複

した各社の管理機能を集約することによって、経営の効率化を図ってまいります。また、将来的に当社

グループの仕入機能や物流機能等を一元化することにより、スケールメリットを生かした価格交渉力の

強化や物流コストの低減を図ることで更に企業価値を向上させ、業界ナンバーワン企業の実現に向けて

努めてまいります。  

 なお、当第１四半期連結累計期間の業績については、売上高は12,851百万円、営業利益は10百万円、

経常利益は41百万円、四半期純利益は23百万円となりました。 

  

事業の種類別セグメントの概況は、以下のとおりであります。 

(1) 医療機器販売事業 

医療機器販売事業は、急速な景気悪化の影響により高額備品の販売が一時大きく落ち込んでおりまし

たが、回復傾向にあり堅調に推移したことに加え、医療機関での症例数増加に伴い消耗品の販売が引き

続き好調に推移したこと等により、売上高は12,324百万円となりました。利益面では、引き続き医療機

関からの価格引き下げ要求により利益が圧迫されておりますが、仕入先との価格交渉や高額備品の販売

が堅調に推移したこと等により、売上総利益は1,330百万円となりました。 

(2) その他の事業 

その他の事業は、医療材料の購買・在庫管理ソフトのＡＳＰサービスが、予定していた案件の遅延に

伴い低調に推移したものの、介護福祉機器の販売及びレンタルでは、自動心臓マッサージ器の販売が好

調に推移したことに加え、顧客拡大に向けての積極的な販売努力により一般顧客への介護機器のレンタ

ルが順調に推移しました。また、医療機器の修理及びメンテナンスは、納入実績に基づく営業活動や感

染対策提案を行い、医療機器の保守点検が順調に推移しました。以上のこと等により、その他の事業の

売上高は527百万円、売上総利益は140百万円となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(1) 資産、負債及び純資産の状況 

①資産 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は16,501百万円となりました。うち流動資産は13,535

百万円、固定資産は2,966百万円であります。 

 流動資産の主な内容としましては、受取手形及び売掛金9,301百万円、商品及び製品2,922百万円で

あります。 

 固定資産の主な内容としましては、有形固定資産1,377百万円、無形固定資産492百万円、投資その

他の資産1,096百万円であります。 

②負債 

当第１四半期連結会計期間末における総負債は11,972百万円となりました。うち流動負債は11,732

百万円、固定負債は240百万円であります。 

 流動負債の主な内容としましては、支払手形及び買掛金11,017百万円、賞与引当金183百万円であ

ります。 

 固定負債の主な内容としましては、退職給付引当金97百万円であります。 

③純資産 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は4,529百万円となりました。なお、自己資本比率は

27.4％、１株当たり純資産額は5,124.51円となりました。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は697百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

営業活動によるキャッシュ・フローは941百万円の支出となりました。  

 主な要因としましては、税金等調整前四半期純利益41百万円等の収入要因に対し、売上債権の増加

額203百万円、たな卸資産の増加額533百万円、仕入債務の減少額227百万円等の支出要因が上回った

ことによるものであります。  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは114百万円の支出となりました。  

 主な要因としましては、有形固定資産の取得による支出105百万円、無形固定資産の取得による支

出11百万円等の支出要因によるものであります。  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは24百万円の支出となりました。  

 主な要因としましては、短期借入金の増加額60百万円の収入要因に対し、配当金の支払による支出

80百万円の支出要因が上回ったことによるものであります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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業績予想につきましては、当第１四半期が概ね計画通りに推移しており、平成21年８月13日に公表いた

しました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想から変更はありません。 

  
  

該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

当社は平成21年７月１日に協和医科器械㈱より単独株式移転の方法によって、株式移転設立完全親会

社として設立されました。当連結会計年度が第１期となるため、該当事項はありません。 

  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 697,440

受取手形及び売掛金 9,301,852

商品及び製品 2,922,481

原材料及び貯蔵品 8,570

その他 607,982

貸倒引当金 △2,782

流動資産合計 13,535,544

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 339,761

土地 803,171

その他（純額） 234,579

有形固定資産合計 1,377,512

無形固定資産 492,062

投資その他の資産  

その他 1,133,850

貸倒引当金 △36,984

投資その他の資産合計 1,096,865

固定資産合計 2,966,440

資産合計 16,501,985

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 11,017,529

短期借入金 60,000

未払法人税等 76,652

賞与引当金 183,038

その他 395,189

流動負債合計 11,732,409

固定負債  

退職給付引当金 97,535

その他 142,672

固定負債合計 240,207

負債合計 11,972,616
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 859,929

資本剰余金 765,967

利益剰余金 2,629,903

自己株式 △2,086

株主資本合計 4,253,713

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 275,654

評価・換算差額等合計 275,654

純資産合計 4,529,368

負債純資産合計 16,501,985
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 12,851,334

売上原価 11,380,009

売上総利益 1,471,324

販売費及び一般管理費  

給料及び手当 610,699

従業員賞与 183,038

退職給付費用 29,611

法定福利費 100,327

減価償却費 61,203

賃借料 99,653

業務委託費 91,029

貸倒引当金繰入額 77

その他 285,202

販売費及び一般管理費合計 1,460,842

営業利益 10,481

営業外収益  

受取利息 1,244

受取配当金 4

仕入割引 32,056

その他 4,512

営業外収益合計 37,816

営業外費用  

支払利息 2,665

株式交付費 4,000

その他 278

営業外費用合計 6,943

経常利益 41,354

特別損失  

固定資産除却損 28

特別損失合計 28

税金等調整前四半期純利益 41,326

法人税、住民税及び事業税 89,829

法人税等調整額 △72,385

法人税等合計 17,444

四半期純利益 23,881
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 41,326

減価償却費 64,868

賞与引当金の増減額（△は減少） 183,038

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,182

貸倒引当金の増減額（△は減少） 77

受取利息及び受取配当金 △1,248

支払利息 2,665

株式交付費 4,000

固定資産除却損 28

売上債権の増減額（△は増加） △203,871

たな卸資産の増減額（△は増加） △533,563

その他の流動資産の増減額（△は増加） △38,049

仕入債務の増減額（△は減少） △227,203

未払消費税等の増減額（△は減少） △45,671

その他の流動負債の増減額（△は減少） △59,247

その他 △7,989

小計 △814,658

利息及び配当金の受取額 2,837

利息の支払額 △2,705

法人税等の支払額 △127,111

営業活動によるキャッシュ・フロー △941,638

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △105,805

無形固定資産の取得による支出 △11,958

投資有価証券の取得による支出 △791

長期前払費用の取得による支出 △3,091

敷金及び保証金の差入による支出 △434

敷金及び保証金の回収による収入 7,824

投資活動によるキャッシュ・フロー △114,256

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 60,000

株式の発行による支出 △4,000

自己株式の取得による支出 △38

配当金の支払額 △80,076

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,114

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,080,009

現金及び現金同等物の期首残高 1,777,449

現金及び現金同等物の四半期末残高 697,440
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当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な事業の内容 

(1) 医療機器販売事業……医療機器の販売 

(2) その他の事業…………医療機器の修理及びメンテナンス、介護福祉機器の販売及びレンタル、医療材料

の購買・在庫管理ソフトのＡＳＰサービス等 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

[事業の種類別セグメント情報]

医療機器 
販売事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

12,324,235 527,099 12,851,334 ― 12,851,334

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 12,324,235 527,099 12,851,334 ― 12,851,334

営業利益又は営業損失(△) 429,099 △14,765 414,334 (403,852) 10,481

[所在地別セグメント情報]

[海外売上高]

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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